




研究目的 

未熟児網膜症に罹患した患児の視力は,光凝固治療の施行の有無にかかわらず,搬痕病変の

程度により左右されるというのが現在広く受け入れられている見解である。また屈折異常

の程度や眼位の異常等も瘢痕病変の程度と深い関係があるとされている。しかし,症例が増

加し,追跡期間が長くなるにつれて,必ずしもそうでない結果も得られて来ている。そこで

今回は,瘢痕期病変を有する未熟児網膜症患児について,活動期病変の種類により分類し,

これらの間に果して差がないかという点を中心に検討した。 


